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	応用
	抗原情報
	背景
	アルデヒドオキシダーゼは過酸化水素を生成し、特定の条件下ではスーパーオキシドの生成を触媒することができる。アルデヒドオキシダーゼは、筋萎縮性側索硬化症の候補遺伝子である。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：アルデヒド + H(2)O + O(2) = カルボン酸 + H(2)O(2).,注意：当初（PubMed:8248161）はキサンチン脱水素酵素と考えられていました。,補因子：2つの2Fe-2Sクラスターに結合します。,補因子：FAD.,補因子：モリブドプテリン.,類似性：キサンチン脱水素酵素ファミリーに属します。,類似性：2Fe-2Sフェレドキシン型ドメインを1つ含みます。,類似性：FAD結合PCMH型ドメインを1つ含みます。,サブユニット：ホモ二量体.,組織特異性：肝臓に豊富、肺、骨格筋、膵臓に低濃度。心臓、脳、腎臓では検出されません。,
	研究分野
	バリン、ロイシンおよびイソロイシンの分解、チロシン代謝、トリプトファン代謝、ビタミン B6 代謝、ニコチン酸およびニコチンアミドの代謝、薬物代謝。
	画像データ
	

	AOX1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	AOX1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AOX1ポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

